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  平成 19 年 2 月 13 日 

各  位 
会 社 名 アセット・インベスターズ株式会社 
代表者名 代表取締役社長兼 CEO 若 山 健 彦 

（コード 3121 大証 2 部・福証） 
問合せ先  経営企画室長     鷲 謙 太 郎 

  （ TEL 03-3502-4910 ） 
  

 
株式会社ワイズテーブルコーポレーションとの 

業務提携および資本提携に関するお知らせ 
 
 当社および当社親会社のアセット･マネジャーズ株式会社（以下、「当社グループ」という。）は、

株式会社ワイズテーブルコーポレーション（東証マザーズ上場 証券コード 2798）（以下、「ワイズ

社」という。）との間で、当社グループの不動産ファンド事業および M&A 事業等において業務提

携を行うとともに、当社 100%子会社である AI･ダイニングファンド株式会社を通じて、同社の第

三者割当増資による新株発行を引受けることで基本合意し、平成 19 年 2 月 13 日付で業務資本提携

契約書に調印いたしましたので、以下のとおり、お知らせいたします。 
 

記 
１．業務提携の内容 

ワイズ社グループは「XEX」をはじめとした高級レストランおよび「PIZZA SALVATORE 
CUOMO」などのカジュアルレストラン、ブライダル事業等を直営 38 店舗、FC11 店舗経営す

る企業であります。また、タカラビルメン株式会社およびその子会社であるタカラケア株式会

社をワイズ社の傘下とすることで、ビルメンテナンス事業、斎場管理運営事業および介護支援

事業への新規事業へも積極的に参入しております。 
当社グループは、今回の業務提携を通じて、ワイズ社に対し当社グループの得意とする不動

産ファンド事業および M&A 事業の機能・ノウハウを提供することにより、今後の同社の店舗

展開はもとより、海外や飲食周辺ビジネスへの展開を通じて、同社を独自性および成長性のあ

るビジネスモデルを備えた企業へ変革させるパートナーとして取り組んでいくものでありま

す。 
 

２．資本提携の内容 
 当社グループは、当社 100%子会社である AI･ダイニングファンド株式会社を通じて、ワイ

ズ社が実施する第三者割当増資による新株発行を引受けることにより、同社の発行済株式総数

の 21.49％の株式を保有し、第 2 位の株主となる予定であります。これに伴い、当社グループ

からは、同社へ顧問または取締役候補者を派遣する予定であります。 
 
（1）引受予定株数 5,600 株 
（2）引 受 総 額 1,008 百万円（一株につき 180,000 円） 
（3）払 込 期 日 平成 19 年 2 月 28 日 



 

 
また、第三者割当増資が完了したことを条件として、平成 19 年 5 月 31 日までにワイズ社か

ら当社グループまたは AI ファンドに対する新株予約権の割当を実施することおよび当該新株

予約権の諸条件について平成 19 年 3 月 31 日までに確定させることについて合意しております。 
なお、平成 19 年 3 月 31 日までに当該新株予約権の諸条件について確定させることができな

かった場合は、両者の協議により、別途期日を定めることといたします。 
 
３．株式会社ワイズテーブルコーポレーションの概要（平成 19 年 1 月末） 

（1）商 号 株式会社ワイズテーブルコーポレーション 
（東証マザーズ上場 証券コード 2798） 

（2）本 社 所 在 地 東京都港区六本木六丁目 1 番 20 号 
（3）設 立 年 月 平成 11 年 3 月 
（4）代 表 者 代表取締役 金山 精三郎 
（5）資 本 金 322,625千円 
（6）主な事業内容 複合業態の高級レストランおよびカジュアルレストラン経営等 

（平成 19 年 1 月末現在（連結）、直営 38 店舗、FC11 店舗） 
主な店舗：XEX、The Kitchen Salvatore Cuomo、Trattoria & Pizzeria 

Zazzà、PIZZA SALVATORE CUOMO 
（7）大株主および所有割合 

株主名 所有株式数 所有割合 
金山 精三郎 11,650 57.0％ 
第一生命保険相互会社 600 2.9% 
三井物産株式会社 600 2.9% 
森ビル株式会社  600 2.9% 

（8）最 近 の 業 績 平成 18年 2月期 連結売上高 7,413百万円、連結経常利益 193百万円、 
連結当期純利益 91 百万円 

（8）ホームページアドレス  http://www.ystable.co.jp/ 
 
４．今後の業績に与える影響 
  今回の第三者割当増資引受は営業目的のため、関連会社に該当いたしません。従って、当社

の今期業績に与える影響は軽微なものであります。 
 

以 上 


